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忘れていませんか？
福島原発事故から５年。
あの⽇の危機感、 恐れ、 喪失感、 フクシマへの思い。
原発事故現場で命がけで作業を続けてくれた⼈たちの尊い努⼒のおかげで、
東京を含む半径 250 キロ圏から 5 千万⼈が避難を迫られる
  「最悪のシナリオ」 が避けられたことを。
原発稼働ゼロの 1 年 11 ヵ⽉間、 必要な電⼒は⾜りていたことを。
フクシマは、 まだ終わっていないことを。

2011年3⽉20⽇ 福島第⼀原発

▲写真＝東電

2011 年 3 ⽉ 21 ⽇ 
福島第⼀原発３号機
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飯
舘
村
や
富
岡
町
な
ど
住
民
が
避
難
し
て
い

る
地
域
や
海
上
か
ら
も
何
度
か
視
察
し
て
い
る
。

避
難
住
民
は
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
地
域
社
会
も
分
断
さ
れ
、
ば

ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

政
府
は
住
宅
地
域
の
放
射
能
除
染
を
行
い
、

放
射
線
量
が
一
定
以
下
に
な
っ
た
地
域
か
ら
帰

還
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
除
染
し
て
も
山
か

ら
セ
シ
ウ
ム
が
流
れ
出
て
再
び
線
量
が
上
が
る

地
域
も
あ
り
、
ま
た
若
い
人
は
新
し
い
地
域
で

生
活
を
始
め
て
い
て
、
元
の
住
居
に
帰
還
を
希

望
し
な
い
人
も
多
い
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
原
発
１
〜
３
号
で
は
今
も

格
納
容
器
内
部
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
核
燃
料

で
あ
る
デ
ブ
リ
が
残
り
、
内
部
は
極
め
て
放
射

線
量
が
高
い
。
廃
炉
ま
で
40
年
以
上
か
か
る
だ

ろ
う
。
作
業
は
難
航
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

③

④

（写真）①３号機の様子。作業は難航し
ている②防護服での視察③海水と海底
の砂を採取④砂は海水よりも放射性物
質は多い。専門機関に測定を依頼⑤施
設からの排水⑥福島第一原発を海上か
ら視察。周辺にだけ霧が発生している
が原因は不明。溶け落ちた核燃料デブ
リの影響を指摘する識者もいる⑦山積
みの汚染土⑧2.5μSv/h を示す⑨農地な
ども測定。10μSv/h。事故の影響は未
だ残る

⑧

難
航
す
る
作
業
・
残
る
放
射
性
物
質

福
島
第
一
原
発

①②

⑧

⑨



　

事
故
か
ら
30
年
を
経
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
を
視
察
し
た
。
30
キ
ロ
圏
は

許
可
の
あ
る
人
し
か
入
れ
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。
原
発
近
く
の
町
は
廃
墟

と
な
っ
て
植
物
が
茂
っ
て
い
た
。

　

事
故
当
時
子
ど
も
で
あ
っ
た
人
を
は

じ
め
健
康
診
断
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、

専
門
家
に
よ
っ
て
は
甲
状
腺
が
ん
や
そ

の
他
の
が
ん
の
発
生
を
心
配
す
る
声
が

あ
る
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

４
号
炉
は
石
棺
で
お
お
わ
れ
て
い
る

が
、
放
射
能
漏
れ
の
心
配
か
ら
、
石
棺

を
巨
大
な
金
属
製
の
ド
ー
ム
で
覆
う
作

業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ド
ー
ム
は
２
０

１
７
年
に
は
完
成
予
定
。
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老
朽
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る
石
棺　

　
　
　

廃
炉
の
め
ど
は
立
た
ず

老
朽
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廃
炉
の
め
ど
は
立
た
ず

廃
墟
と
な
っ
た
ま
ち
・
心
配
さ
れ
る
甲
状
腺
が
ん　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

（写真）①チェルノブイリ原発からほど
近いプリピャチにある遊園地。オープ
ン直前に事故があり一度も子どもを楽
しませることはなかった②③⑤チェル
ノブイリ周辺は今も人が住めないゴー
ストタウン④プリピャチの入口⑥事故
を起こした原発の模型。福島原発では
ここまで様子が分かっていない⑦老朽
化した石棺を覆うためのドーム⑧事故
で消えたまちの名前が書かれたモニュ
メント⑨放射能を浴び必死の作業をし
て亡くなった消防士のモニュメント。
世界を救った人たちと記されている

⑨



　

福
島
原
発
事
故
は
東
京
を
含
む
２
５
０

キ
ロ
圏
か
ら
５
０
０
０
万
人
の
避
難
が
必

要
と
な
る
瀬
戸
際
の
事
故
で
あ
っ
た
。
も

し
そ
う
な
っ
て
い
た
ら
、
日
本
は
国
と
し

て
崩
壊
の
危
機
に
陥
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
深
刻
な
事
故
で
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

私
は
そ
の
危
機
を
体
験
す
る
中
で
、
原

発
容
認
か
ら
脱
原
発
に
考
え
を
変
え
た
。

そ
し
て
、
事
故
後
の
５
年
間
で
原
発
が
無

く
て
も
必
要
な
電
力
が
供
給
で
き
る
こ
と

は
証
明
さ
れ
た
。

　

特
に
太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
は
世
界
中
で
急
激

に
増
え
て
お
り
、
日
本
も
原
発
に
回
帰
す

る
の
で
な
く
再
エ
ネ
の
拡
大
に
進
む
こ
と

が
、
安
全
面
か
ら
も
経
済
的
観
点
か
ら
も

望
ま
し
い
。

　

私
は
、
原
発
事
故
の
時
、
総
理
で
あ
っ

た
者
の
使
命
と
し
て
、
脱
原
発
に
こ
れ
か

ら
も
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に　

。

　
　
（
２
０
１
６
年
３
月
11
日　

菅
直
人
）
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脱
原
発
へ
全
力

　
安
全
面
か
ら
も
経
済
面
か
ら
も
必
要

青森

秋田

岩手

山形

福島

新潟

宮城

栃木

埼玉

群馬

長野

富山

茨城

神奈川

千葉
山梨

東京

愛知 静岡

阜

福
島
第
一
原
発

30km圏

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

①

②③

④

⑤

ダミー

⑥

⑦

⑧
（写真）①②福島県
で被災者から話を
伺う③帰還困難区
域の前で。線量は
5.5μSv/h を超えて
いる④川内原発再
稼動に反対⑤シー
ルズと街頭演説⑥
国会でも原発問題
を追及⑦原発事故
による「最悪のシ
ナリオ」で避難が
想定された 250km
圏内。東京が入る
⑧福島で行なわれ
ている洋上風力発
電。希望だ

写真協力：五十嵐和博氏

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も

250km圏


